
第３次草津市障害者計画（案）の概要について

基本理念

障害のある人もない人も、誰もがいきいきと輝けるまち
～共に生きる社会・インクルーシブな社会の実現を目指して～

滋賀県 障害者プラン２０２１

基本目標および施策の体系
目標１：すべての人権が守られ、一人ひとりの尊厳が保たれる
施策１：障害と障害のある人への理解の促進
施策２：権利擁護と虐待の防止

目標２：いのちと健康を守ることができる
施策３：疾病等の予防と早期発見・早期対応
施策４：精神保健福祉対策の強化
施策５：保健・医療の充実

目標３：安心して日常生活がおくれる
施策６：相談体制の強化
＜重点的取組＞ 基幹相談支援センターの設置

施策７：日常生活支援の充実
＜重点的取組＞ 生活介護のサービス量の確保

施策８：住まいの確保
＜重点的取組＞ グループホームの整備等の促進

施策９：家族等への支援の充実
施策10：経済的負担の軽減
施策11：制度の維持と適正運用

目標４：ともに育ち、学び、遊び、輝ける
施策12：発達支援の充実
＜重点的取組＞ 医療的ケアの必要な子どもへの支援の充実

施策13：就学前教育・保育の充実
施策14：学校教育の充実
施策15：放課後児童対策の充実
施策16：文化・スポーツ活動等の促進
施策17：就労支援と雇用環境整備の促進

目標５：地域共生社会づくりが進んでいる
施策18：情報受発信の充実
施策19：地域福祉活動の促進
施策20：バリアフリー化の推進と移動の確保

第２次草津市障害者計画（平成３０年度～令和５年度）
障害者基本法第11条第3項

※調査
より

基本目標および施策の体系
目標１：すべての人権が守られ、一人ひとりの尊厳が保たれる

※障害理解に向けた啓発活動等の充実
※成年後見制度の普及

目標２：いのちと健康を守ることができる

※障害の予防・早期発見・保健指導体制の充実
※自宅での適切な医療的ケア
※医療、リハビリテーションの充実

目標３：安心して日常生活がおくれる

※相談できる場所、人等の充実
※保護者などがいなくなった後の生活支援の充実
※障害者の福祉サービスの充実
※障害者にとって住みやすい家が準備されていること
※一時的な負担軽減や家族同士の交流促進
※手当などの経済的支援の充実
※障害福祉サービスの適正供給

目標４：ともに育ち、学び、遊び、輝ける

※成長に切れ目のない支援、就学前教育・保育の充実
※障害の状況や教育的ニーズに応じた適切な指導
※スポーツ・レクリエーション・文化活動の推進
※就労移行支援、ジョブコーチ等による就労定着支援の一層の推進

目標５：地域共生社会づくりが進んでいる

※情報提供と意思疎通支援の充実
※災害発生時の避難支援体制の強化、避難生活における 安全・安心の確保
※交通機関などのバリアフリーのまちづくりの推進

課題

国

第３次草津市障害者計画体系

基本目標および施策の体系
目標１：すべての人権が守られ、一人ひとりの尊厳が保たれる
＜重点的取組＞ 障害のある人が安心して生活できるよう、障害者理解と権利
擁護、虐待防止の推進
施策１：障害と障害のある人への理解の促進
施策２：権利擁護と虐待の防止

目標２：いのちと健康を守ることができる
＜重点的取組＞ 精神障害者の自立に向けた取組の推進
施策３：疾病等の予防と早期発見・早期対応
施策４：精神保健福祉対策の強化
施策５：保健・医療の充実

目標３：安心して日常生活がおくれる
＜重点的取組＞ 地域のニーズに即した地域生活支援拠点の整備・充実
施策６：相談体制の強化
施策７：日常生活支援の充実
施策８：住まいの確保
施策９：家族等への支援の充実
施策10：経済的負担の軽減
施策11：制度の維持と適正運用

目標４：ともに育ち、学び、遊び、輝ける
＜重点的取組＞ 医療的ケアの必要な子どもへの支援の充実
施策12：発達支援の充実
施策13：就学前教育・保育の充実
施策14：学校教育の充実
施策15：放課後児童対策の充実
施策16：文化・スポーツ活動等の促進
施策17：就労支援と雇用環境整備の促進

目標５：地域共生社会づくりが進んでいる
＜重点的取組＞ 防災等における支援体制の構築
施策18：情報受発信の充実
施策19：地域福祉活動の促進
施策20：バリアフリー化の推進と移動の確保

基本理念

障害のある人もない人も、誰もがいきいきと輝けるまち
～共に生きる社会・インクルーシブな社会の実現を目指して～

※第２次計画にかかる調査において、全施策にわたる課題があることから従来の枠組みは維持しつつ、関係

法令を配慮し、国、県の計画を網羅したものとして策定、関係団体や事業者の声を基に、特に今後、重点的
に取り組むべき案件については、重点的取組として位置づける。

計画期間：令和６年度～令和１１年度

1

※

※

※

〇【R4】障害施策等についてアンケートを実施：市民3,000人対象、課題抽出（障害
児者、難病患者、一般市民）
〇【R5】障害者関連団体等にヒアリングを実施：事業所、団体、協議会（計９１者）

※一部、重点的取組とするものおよび障害福祉計画・障害児福祉
計画に関わるものについて見直し中

資料３
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施
策
の
体
系
お
よ
び
主
な
事
業

基本目標 施策 現計画達成目標 現計画指標 達成状況（PDCA） 新重点的取組 新計画達成目標 新計画指標 主な事業（名称） 担当課
障害者福祉センター管理運営事業［啓発事業分］ 障害福祉課

各種団体活動費補助金事務 障害福祉課

精神保健福祉対策事業 健康増進課

障害者福祉推進事務 障害福祉課

体験実践活動推進事業 学校政策推進課

人権センター自主事業 人権センター

障害者虐待防止対策支援事業 障害福祉課

成年後見制度利用支援事業 障害福祉課

相談支援事業（権利擁護・虐待防止に関する部分） 障害福祉課

妊婦健診事業 子育て相談センター

総合相談事業、妊娠出産包括支援事業 子育て相談センター

育児等健康支援事業 子育て相談センター

乳幼児健診事業 子育て相談センター

健康づくり推進協議会・自殺対策推進会議運営事業 健康増進課

精神保健福祉対策事業［受診勧奨分］ 健康増進課

障害者福祉センター管理運営事業［精神サロン分］・湖南地域地域活動支援センター事業［精神サロン分］ 障害福祉課

草津市スクールソーシャルワーカー配置事業 児童生徒支援課

やまびこ教育相談室運営事業 教育研究所

地域生活支援事業 障害福祉課

重層的支援体制整備事業 人とくらしのサポートセンター

社会福祉事業振興事業 人とくらしのサポートセンター

湖南地域広域行政組合負担金事務 健康増進課

かかりつけ医普及促進事業 健康増進課

救急医療情報システム運営負担金事務 健康増進課

健康相談事業 健康増進課

健康診査事業 健康増進課

歯科保健指導事業 健康増進課

未熟児養育医療給付事業 子育て相談センター

地域相談支援給付事業 障害福祉課

自立支援医療給付事業 障害福祉課

精神障害者に対応した地域ケアシステム構築事業 障害福祉課

施策６：相談体制の強化 障害者福祉センター管理運営事業 障害福祉課

湖南地域地域活動支援センター事業 障害福祉課

発達支援センター運営事業［障害児相談支援分］ 発達支援センター

計画相談支援給付事業 障害福祉課

地域相談支援給付事業 障害福祉課

相談支援機能強化事業 障害福祉課

相談支援事業（基幹相談支援センターのうち相談支援に関すること） 障害福祉課

地域生活支援拠点等の整備・充実事業 障害福祉課

子ども・若者総合相談窓口事業 子ども家庭・若者課

福祉の総合窓口事業 人とくらしのサポートセンター

訪問系サービス給付事業 障害福祉課

日中活動系サービス等給付事業［就労関係以外］ 障害福祉課

補装具給付事業・軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業・障害者紙おむつ助成事業 障害福祉課

地域生活支援事業［相談、精神保健福祉対策以外］ 障害福祉課

小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業 子育て相談センター

施策８：住まいの確保 居住系サービス給付事業 障害福祉課

公営住宅建設事業 住宅課

市営住宅運営事業 住宅課

子育て支援事業 子育て相談センター

在宅重度訪問診査事業 障害福祉課

日中一時支援事業［障害者分] 障害福祉課

＜重点的取組＞
障害のある人が安
心して生活できる
よう、障害者理解
と権利擁護、虐待
防止の推進

＜重点的取組＞
精神障害者の自
立に向けた取組の
推進

＜重点的取組＞
地域のニーズに即
した地域生活支援
拠点の整備・充実

「共に生きる社会の推進」についての満足度
（市民意識調査）（％）

障害のある人もない人もお互い
に尊重し、安心して暮らすことの
できるまちづくりを進めます。

保健・医療・福祉等の連携によ
る支援体制を充実し、精神障害
のある人の自立や社会参加、社
会復帰を促進します。

精神障害者サロンの利用者数（人）

多様で複合的な生活課題を抱え
る人の相談を受け、相談者に寄
り添いながら、共に課題を整理
し、適切な支援を行います。

「福祉の総合的な相談・支援の充実」の
満足度
（市民意識調査）（％）

障害のある人が、必要な医療を
受けることができる。

自立支援医療の受給者数
※上段は更生医療
R5目標：278人
R4実績：374人

中段は育成医療
R5目標：95人
R4実績：65人

下段は精神通院医療
R5目標：3,820人
R4実績：2,364人

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、更生医療については達成して
いるが、育成医療、精神通院医療については未達
のなっている。
必要な人が利用につながる事が必要なものであ

り、引き続き周知啓発を続けていく必要がある。

施策５：保健・医療の充実

施策７：日常生活支援の充
実

＜重点的取組＞　生活介
護のサービス量の確保

施策９：家族等への支援の
充実

障害のある人とともに暮らす家
族が安心して生活できる。

日中一時支援事業の利用者数
R5目標：142人
R4実績：188人

「達成」
対象者のいなかった事業は、D評価（計画目標を

達成していない）となったが、、概ねB（計画目標を
達成した）であった。介護者の就労支援やレスパイ
トを目的とした日中一時支援事業に関する事業は
引き続き、需要がある事業であり、引き続き、施策
を実施する必要がある。

障害福祉サービス等を利用し
て、自分らしく地域で生活でき
る。

サービス等利用計画（セルフプランを含む。）
の作成件数
R5目標：1,075件
R4実績：1,138件

「達成」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達

成した）であり、計画指標についても、目標を上
回っている。障害福祉サービス等を利用するうえ
で、必要な施策であり引き続き、実施する必要が
ある。

地域で安心して住み続けられる
住まいが得られる。

グループホームの利用者数
R5目標：110人
R4実績：128人

「達成」
C評価（計画目標を一部達成した）の事業もあった
が、概ねB（計画目標を達成した）となった。グルー

プホームについては、数は増えてきているが、利
用者の希望するホームが無いなどの課題もあるこ

とから、引き続き、施策を実施する必要がある。

＜重点的取組＞　グルー
プホームの整備等の促進

障害のある人の権利を守る仕
組みがより周知されている。

成年後見制度利用に係る相談人数
R5目標：34人
R4実績：20人

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、「成年後見制度利用に係る相
談人数」について、現状、目標値は達成していな

い。
R4の調査において、成年後見制度を知らないとい
う意見もあり、周知等に努めていく必要がある。

【目標１】：すべての
人権が守られ、一
人ひとりの尊厳が
保たれる

施策１：障害と障害のある
人への理解の促進

誰もが互いにその人らしさを大
切にしあう地域社会となってい
る。

「共に生きる社会の推進」に
ついての満足度（市民意識調査）
R5目標：36.0％
R4実績：15.3％

「未達」
「共に生きる社会の推進」についての満足度につい
て、現状、目標値は達成していない。

各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、目標値とは乖離が生じてお
り、引き続き事業等取り組む必要がある。

施策２：権利擁護と虐待の
防止

【目標３】：安心して
日常生活がおくれ
る

身近にどんなことも相談できると
ころがある。

障害者相談支援事業の相談件数
R5目標：40,092件
R4実績：24,499件
(4,572件)

「未達」
対象者のいなかった事業は、D評価（計画目標を
達成していない）となったが、他事業の評価につい
ては、概ねB（計画目標を達成した）であった。コロ
ナ禍でもあったことから、来所相談は減少したもの

の、内訳として、電話相談等における相談件数は
増加しており、気軽に相談できる場所としてのニー
ズは高いことがうかがえたことから、引き続き、引
き続き事業を続けていく必要がある。

＜重点的取組＞　基幹相
談支援センターの設置

施策４：精神保健福祉対策
の強化

こころの健康についての相談
が、安心して気軽にできる。

精神障害者サロンの利用者数（人）
障害者福祉センター
R5目標：500人
R4実績：250人

精神障害者地域生活支援センター「風」
R5目標：700人
R4実績：343人

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達

成した）であったが、感染症対策を十分に行いサロ
ン事業を実施し、精神障害者のある人の自立や社
会参加、社会復帰を促進したが、コロナ禍の影響
もあることから、飲食や集団を避けられないような
プログラムは中止となった影響もあり、未達となっ

た。
コロナ禍の時期から徐々に人数が増加しており、
事業を継続する必要がある。

【目標２】：いのちと
健康を守ることがで
きる

施策３：疾病等の予防と早
期発見・早期対応

発達に支援が必要な子どもに、
早期・確実に適切な対応がされ
る。

乳幼児健診後のフォローの場である親子教
室への参加人数
R5目標：81人
R4実績：68人

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、令和４年度の取り組みにおい
て、発達に経過観察を要する児や、育てにくさを抱
える親子に対し、親子での遊びを通して学びや体
験等から発達を促したが達成出来なかった。今後

も取り組みを継続する必要がある。
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基本目標 施策 現計画達成目標 現計画指標 達成状況（PDCA） 基本目標 新計画達成目標 新計画指標 主な事業（名称） 担当課
高額障害福祉サービス等給付事業 障害福祉課

特別障害者手当等給付事業 障害福祉課

国民年金手続等事務 保険年金課

心身障害者（老人）福祉医療助成事業 保険年金課

精神障害者（老人）精神科通院医療助成事業 保険年金課

自動車燃料・福祉タクシー運賃助成事業 障害福祉課

在宅重度障害者住宅改造費補助金事務 障害福祉課

福祉計画推進事業 障害福祉課

重症心身障害者通所施設運営費補助事業 障害福祉課

障害者自立支援事業所運営費補助金事務 障害福祉課

湖南地域重症心身障害者生活介護施設整備事業・障害福祉サービス事業所等整備事業障害者グループホーム整備事業 障害福祉課

障害支援区分認定事務 障害福祉課

障害者施設家賃補助事業 障害福祉課

滋賀型地域活動支援センター運営費補助事業・社会的事業所運営費補助事業 障害福祉課

施策１２：発達支援の充実 発達支援センター運営事業 発達支援センター

障害児通所給付事業[医療型児童発達支援、居宅訪問型児童発達支援分] 発達支援センター

湖の子園運営事業 発達支援センター

幼稚園・認定こども園運営支援事業・特別支援教育推進事業［幼稚園分］ 幼児課

保育所・認定こども園運営支援事業 幼児課

幼稚園・認定こども園教育指導研修事業 幼児課

保育所・認定こども園指導研修事業 幼児課

子育て支援センター運営事業 子育て相談センター

障害児通所給付事業[児童発達支援、保育所等訪問支援分] 発達支援センター

特別支援教育推進事業 児童生徒支援課

草津市教育支援委員会運営事業 児童生徒支援課

教職員研修事業 児童生徒支援課

障害児通所給付事業［放課後等デイサービス分］ 発達支援センター

日中一時支援事業［障害のある子ども分］ 障害福祉課

児童育成クラブ運営事業 子ども・若者政策課

障害者福祉センター管理運営事業[余暇活動事業分] 障害福祉課

障害者福祉推進事務 [全国障害者スポーツ大会等出場支援補助事業分] 障害福祉課

市民文化芸術活動支援事業 生涯学習課

社会参加促進事業 障害福祉課

市民スポーツ大会開催費補助事業・県民スポーツ大会等出場支援補助事業 スポーツ推進課

障害者福祉センター管理運営事業［就労相談分］ 障害福祉課

障害者就労促進事業 障害福祉課

就労移行支援事業 障害福祉課

就労継続支援事業 障害福祉課

企業内人権啓発推進事業 商工観光労政課

精神障害者生活支援推進事業 障害福祉課

職員採用事業 職員課

点字新聞購読費助成事業 障害福祉課

人にやさしい広報作成事業 広報課

日常生活用具給付事業 障害福祉課

コミュニケーション支援事業 障害福祉課

図書館運営事業 図書館

社会福祉事業 健康福祉政策課

障害福祉推進事務［避難行動要支援者登録制度分］防災対策事業 危機管理課

防犯対策事業自主防災組織育成事業 危機管理課

孤立化防止対策事業 障害福祉課

障害者相談員活動事業 障害福祉課

生活支援事業 障害福祉課

障害者福祉センター管理運営事業［交流事業分］ 障害福祉課

バリアフリー基本構想推進事業 交通政策課

福祉有償運送運営事業 交通政策課

社会参加促進事業［自動車改造分【本人運転】］自動車改造支援事業 障害福祉課

コミュニティハウス整備事業 まちづくり協働課

【目標４】：ともに育
ち、学び、遊び、輝
ける

発達に支援が必要な子どもが、
成長に応じて切れ目のない支援
を受けることができる。

発達支援に係る相談件数
R5目標：1,464件
R4実績：1,378件

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、計画指標については未達で
あった。令和４年度は、新たに学齢期の発達心理

相談員を増員し、体制の充実を図ったが未達であ
り、今後も事業を実施していく必要がある。

＜重点的取組＞　医療的
ケアの必要な子どもへの
支援の充実

施策１３：就学前教育・保育
の充実

幼稚園、保育所（園）、認定こど
も園に通う子どもが、発達や障
害特性に応じた支援を受けてい
る。

保育所等訪問支援の利用者数
R5目標：25件
R4実績：41件

施策１１：制度の維持と適
正運用

誰もが必要な障害福祉サービス
を適切に利用できる。

特別支援学校卒業時に必要な障害福祉サー
ビスを利用できない人の数
R5目標：0人
R4実績：0人

「達成」
C評価（計画目標を一部達成した）の事業もあった
が、概ねB（計画目標を達成した）となった。達成指

標についても達成となっているが、障害福祉サー
ビスの適切利用について引き続き実施する必要が
ある。

【目標３】：安心して
日常生活がおくれ
る

施策１０：経済的負担の軽
減

障害のある人の経済的負担を
軽減する制度がより周知されて
いる。

特別障害者手当等の受給者数
R5目標：193人
R4実績：243人

「達成」
C評価（計画目標を一部達成した）の事業もあった
が、概ねB（計画目標を達成した）となった。
達成指標についても、令和４年度において達成し

ているが、手当に関する問い合わせや要望は多く
あり、草津市ケアマネジャー連絡会などでも周知
を行っている。目標を達成しているにも関わらず、
多くの需要があることから、引き続き、施策を実施
する必要がある。

施策１６：文化・スポーツ活
動等の促進

施策１７：就労支援と雇用
環境整備の促進

いろんな「働きたい」に応える、
様々な「働く場」がある。

一般就労した障害のある人の数（人）
福祉施設から一般就労した者の数
R5目標：19人
R4実績：22人

湖南地域障害者働き・暮らし応援センターの
支援により一般就労した者の数
R5目標：41人
R4実績：33人

「未達」
C評価（計画目標を一部達成した）の事業もあった
が、概ねB（計画目標を達成した）となった。達成指
標については一方のみ達成となっていることから、
就労支援について、引き続き事業を実施する必要
がある。

日頃から文化やスボーツに親し
む人が増えている。

障害者福祉センターで開催する「教養文化講
座」への参加者数
R5目標：3,217人
R4実績：1,682人

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、計画指標は未達となった。コ

ロナ禍の影響があったこともあり、実績と目標に大
きな乖離が生じた。多様な講座を望む声は多くあ
り、引き続き事業を実施する必要がある。

施策１５：放課後児童対策
の充実

障害のある子どもに、療育的支
援を伴った、放課後等の生活と
活動の場がある。

放課後等デイサービスの利用者数
R5目標：497人
R4実績：440人

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、計画指標は未達となった。市
民や関係機関に制度を周知するとともに、事業所
の交流会や研修会を定期的に開催するなど、周知
等に努める必要がある。

「達成」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であり、保育所や小学校等の集団生活に
支援が必要な子どもに対して保育所等訪問支援
の利用につなげるため関係機関との連携に努めた
結果、計画指標についても達成となったが、令和４
年度調査においても、切れ目の無い支援を求める

声が多くあり、事業を実施していく必要がある。

施策１４：学校教育の充実

特別な支援を必要とする子ども
が、一人ひとりの教育的ニーズ
に応じて適切な教育的支援を受
けられる。

特別な支援を必要とする子どもの個別の支援
計画作成率（特別支援教育体制整備状況調
査）
R5目標：91％
R4実績：88％

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、計画指標については未達で

あった。個別の支援が必要な児童生徒についても
増加傾向であり、引き続き事業を実施していく必要
がある。

地域のつながりづくりに、障害の
ある人の声が生きている。

障害のある人の災害時要援護者登録制度へ
の登録件数
R5目標：954件
R4実績：684件

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であったが、計画指標は未達となった。国
の障害者基本計画等、国の施策についても重要な
位置づけがなされており、引き続き事業を実施する
必要がある。

地域の人たちと障害者、福祉関
係者、行政などが連携を深め、
避難行動要支援者の命と暮らし
を守る取り組みを進めます。

避難行動要支援者の個別避難計画の作成件
数（件）

【目標５】：地域共生
社会づくりが進んで
いる

施策１８：情報受発信の充
実

多様な媒体・伝達手段が充実
し、公的サービス等の情報が幅
広く受信できる。

障害福祉に関する情報の「広報くさつ（年２２
回発行）」への掲載回数
R5目標：15人
R4実績：16人

「達成」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達
成した）であり、計画指標についても、目標を上
回っている。しかしながら、各種制度について知ら
ないとする声も多くあり、事業を実施する必要があ

る。

施策２０：バリアフリー化の
推進と移動の確保

行きたいところに安全かつス
ムーズに移動できる。

バリアのないまちづくりの満足度（市民意識調
査）
R5目標：32%
R4実績：31.3％

施策１９：地域福祉活動の
促進

＜重点的取組＞　
地域のニーズに即
した地域生活支援
拠点の整備・充実

＜重点的取組＞
医療的ケアの必要
な子どもへの支援
の充実

＜重点的取組＞　
防災等における支
援体制の構築

「未達」
各事業の評価については、概ねB（計画目標を達

成した）であったが、計画指標は未達となった。合
理的配慮の義務化など、社会的要請が大きくなっ
てくることから、引き続き事業を実施する必要があ
る。

多様で複合的な生活課題を抱え
る人の相談を受け、相談者に寄
り添いながら、共に課題を整理
し、適切な支援を行います。

「福祉の総合的な相談・支援の充実」の
満足度
（市民意識調査）（％）

発達支援センター調整中


